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1.試験地設定
(1)薬剤散布設定
(2)無散布区設定
2.植生別の薬剤効果
(1)追跡調査
3.調査事項
(1)植生推移調査
(2)造林木生長量調査

1.対馬営林署
(1)試験地設定 (昭和60年度)
ア 場所 豆殴竜良山国有林28ほ林

小班内
イ 面積   0。 20ha
ウ 薬剤散布 …… 請負実行
(2)調査事項
ア 生長量調査
イ 植生調査
ウ 薬害調査
2.内之浦営林署
(1)試験地設定 (昭和60年度)
ア 場所 国見平国有林 8わ林小班
イ 面積 0。 12haX 6箇所=0。 72ha
(2)調査事項
ア 散布量による効果の比較
イ 散布時期による効果の比較
ウ 人力 2回刈との比較
エ クズの追跡調査

対馬営林署
1)調査事項
ア 生長量調査
イ 植生推移調査
ウ 競合状況調査
4二薬害調査
内之浦営林署
1)調査事項
ア 散布量による効果の比較
イ 散布時期による効果の比較
ウ 入力 2回刈との比較
エ クズ再発生による薬剤との比
較
上記について追跡調査を行う。
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1.対馬営林署
(1)調査事項
ア 生長量調査
イ 植生推移調査
ウ 競合状況調査

2.ハ監驀喜課彗
(1)調査事項
ア 薬効調査

` 

贅劣電薔型語琵較の追跡調査
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